
軸山285の1 [教室掲示用]

月はじめは2L時ころ

重0目揃後は幼時創分ころ

初日前後は重9時的分ころ.子
月まつぼ ま9時ころ

にぎやかな冬の星座の星々は、かなり

南の空に昇りつめ、東の空にはふたご座

が目立つようになりました。

ふたご座は、カストルとポルックスの兄弟

星が、つま先を斜め上に向けて寝そべって

いるように見えまます。

また、オリオン座のべテルギウス・こい

ぬ座のプロキオン、それに、おおいぬ座の

シリウスでできる冬の大三角がはっきり

しますし、 1等星のカペラをふくむ5角形

のぎょしや座が目立つようになりました。

なお、図には書けませんが、午前5時半ころ

になると1.5等くらいの火星が昇ってきます。

西の星空

秋の星座の代表であったペガスス座や

アンドロメダ座が西にかたむいてしまい、

大きなくじら座とうお座が空の広い

範囲をしめるようになりました。

また、時刻の関係で図には書けませんが、

日が暮れて間もない西空のいて座には、

-4.5等くらいの金星と日につれて--℃.7

等から十3.9等までも変わる水星がいま

すし、隣りのやぎ座には0.8等の土星と

-2.1等の木星がいるので、四つの

惑星が並ぶ天体ショーを観察できます。

なお、4日ごろからはそれに月も加わりますo l
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